
 

 臓器移植は、病気や事故によって臓器が機能しなくなった人に、他人の臓器を移植する医療行為である。現在、

臓器提供を待つ患者が多いことから、ヒトの「iPS 組胞」を活用し、ヒトの臓器をブタの体内につくる「胚盤胞補

完法」の研究が行われている。次の「胚盤胞補完法」に関するコラムを読んで、後の問に日本語で答えてください。 

 

 iPS 細胞とは、体細胞を初期化し、ほぼすべての細胞に分化できるようになった細胞のことだ。患者本人の iPS

細胞で臓器をつくれば、移植される臓器は患者本人の細胞に由来するので、免疫担絶がおきないと考えられている。

「iPS 細胞の研究は着々と進んでいますが、iPS 細胞を使って生体の外で臓器をつくるのはまだまだ先の話です。私

たちはヒト iPS 細胞を利用してブタの体内でヒトの臓器をつくる研究を進めています」（長嶋教授）。 

 胚盤胞補完法の流れは以下のとおりである。まず、ヒトの iPS 細胞をつくる。次に、特定の臓器をつくることが

できないように遺伝子編集したブタの受精卵を用意する。この受精卵が「胚盤胞」とよばれる段階まで成長したら、

ヒトの iPS 細胞をブタの胚盤胞に入れる。すると、iPS 細胞が本来つくられない臓器の“穴埋め”を行い，ヒトの

臓器がブタの体内にできる。ただし、仮にこの方法でヒトの臓器をつくることができたとしても，ヒトの臓器の中

を走る血管はブタ由来になる。ヒトの iPS 細胞でブタ臓器の血管もつくるくふうが必要になる。 

 長嶋教授らが開発した，ブタどうしの胚盤胞補完法では、膵臓、腎臓、肝臓、血管をそれぞれ“穴埋めすること

に成功している。「胚盤胞補完法はまだ基礎研究の段階で，異種移植のほうが実現に近いでしょう。胚盤胞補完法の

研究が進み、将来的に臨床応用できるようになることが目標です」（長嶋教授）。 

（株式会社ニュートンプレス 科学雑誌 Newton  2025.7 号 P.53 column より） 

問 1. 「iPS 細胞」とはどのような細胞か、１００字程度で説明してください。 

 

 

 

 

 

 

 

問 2. 「胚盤胞補完法」の利点と課題について、あなたの考えを１００字以上で説明してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（裏面に続ける場合はここから記入すること） 
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著作権の関係により掲載ができません。 



問 3.  医療分野における「iPS 細胞」の利用についてのメリットとデメリットについて、あなたの考えを 1,000 

字程度で説明してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


